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別 紙 

会 議 の 経 過 
令和７年３月５日（水） 

午 前 ９時３０分 開議  

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（佐戸仁志君） 皆さん、おはようございます。 

 初めに、いまだ終息の見えない岩手県大船渡市で起きている山林火災で亡くなられた方のご冥福

を祈るとともに、被害に遭われた方々、避難されている方々に謹んでお見舞いを申し上げたいと思

います。また、昼夜を問わず消火活動に従事されている自衛隊員、消防署員、消防団員、市職員、

地域の方々に感謝を申し上げたいと思います。 

 本日、令和７年第１回定例会が招集されました。本定例会における議案は、既に配付のとおりで

す。令和７年度当初予算をはじめ条例改正、人事案件等の議案が上程されております。議員各位に

おかれましては、本定例会議案の審議に際し活発な議論をお願い申し上げるとともに、円滑に議事

が進められ、適切な議決を賜りますようお願い申し上げます。 

 町長より招集の挨拶を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 皆さん、おはようございます。 

 令和７年第１回伊根町議会定例会の招集に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 間もなく年度末を迎えます。みんなでつくる「ええまち」を将来像に掲げた第６次伊根町総合計

画も折り返し地点となりました。令和７年度からは後半の５年が始まります。 

 後期基本計画の策定に当たり、アンケートを聴取しております。その中で「伊根町は住みよい町

ですか」という設問に対し、５年前と比較をしますと「住みよい」と答えた方が５４．７％から

５６％へ、１．３ポイント増加をいたしました。「そうは思わない」という答えは２６．５％から

２０．６％へ、５．９ポイン減少という結果でございました。 

 また、町の取組について満足であるかどうかという問いに、「満足」「やや満足」は６６．６％

から６７％、０．４ポイントではございますが増加をしております。中でも、いねタクなどの交通

対策、いねばんなどの情報化対策には大きく評価をいただいたところでございます。また、保健事

業など健康増進対策にも、従来どおりの評価と今後の充実に期待を寄せていただいております。 

 調査、分析、企画、行動、評価このサイクルの繰返しがまちづくりの基本と心得ます。こういっ

た声に耳を傾け分析をし、よりよいまちづくりに向けて後期基本計画を進化させ実行する、新年度

はそのスタートの年でございます。 

 みんなでつくる「ええまち・伊根町」の実現に向け、施策を進めてまいります。議員各位の特段

のご支援、ご協力のほどお願いを申し上げます。 

 本定例会にご提案申し上げます議案は、令和７年度当初予算で一般会計と特別会計及び企業会計

で計８件、令和６年度補正予算が２件、条例の一部改正が９件、廃止で２件、その他７件を予定し

ております。 

 何とぞ慎重審議の上、全議案についてご可決賜りますようお願いを申し上げ、本定例会招集に際

してのご挨拶といたします。 

○議長（佐戸仁志君） すみません。休憩をします。 

休憩  ９時３５分 

再開  ９時３６分 

○議長（佐戸仁志君） 再開します。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 ただいまから令和７年第１回伊根町議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 
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○議長（佐戸仁志君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 

           ４番、向 井 議員 

           ７番、和 田 議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いいたします。 

 

◎ 日程第２ 会期の決定 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 去る２月２６日の議会運営委員会で協議の結果、今期定例会の会期は、本日から３月１９日まで

の１５日間ということで決定いただきました。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月１９日までの１５日間といたしたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１９日までの

１５日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定については、お手元に配付の会期及び審議予定のとおりであります。 

 

◎ 日程第３ 諸般の報告 

○議長（佐戸仁志君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 陳情書、要望書は、お手元に配付のとおりであります。 

 次に、諸会議等への議員等の出席された状況は、公務報告のとおりでございます。 

 監査委員から報告のあった例月出納検査結果については、事務局で保管しておりますので、必要

な方はご閲覧ください。 

 次に、私のほうから会議等の報告を申し上げます。 

 ２月１４日、都ホテル京都八条において、京都府後期高齢者医療広域連合議会令和７年第１回定

例会が開かれ、発議１件、承認９件、議案９件が上程され、令和６年補正予算、令和７年一般会計

予算、特別会計予算などが賛成多数で可決されました。 

 ２月２１日、京都府自治会館４階で京都府町村議会議長会第７５回定期総会が開かれ、京都府知

事西脇隆俊様、京都府議会議長石田宗久様、京都府町村会長吉本町長をお迎えし、自治功労者表彰

等各表彰が行われました。その後、町村議長会定期総会が開かれ、令和５年度一般会計歳入歳出決

算、令和７年度一般会計予算が審議され、可決されました。 

 以上です。 

 続いて、松山副議長から京都地方税機構議会定例会及び宮津与謝環境組合議会定例会について報

告いただきます。３番、松山議員。 

○３番（松山義宗君） 去る２月７日に京都地方税機構議会の定例会が招集され、出席してまいり

ました。内容は、令和６年度の補正予算、それから７年度の予算について審議され、いずれも賛成

多数で可決されました。また、個人保護法の一部改正があり、全員賛成で可決をされました。 

 ２月１８日に宮津与謝環境組合議会定例会が招集され、山根議員と出席してまいりました。内容

は、令和６年の補正予算、それから令和７年度の予算について審議され、全員賛成で可決されまし

た。また、個人保護法の一部改正があり、全員賛成で可決をされました。 

 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） 次に、長谷川総務委員長から、総務委員会及び宮津与謝消防組合議会定例

会について報告いただきます。２番、長谷川議員。 

○２番（長谷川貴之君） 総務委員会より報告いたします。 

 令和６年１２月２０日、定例会終了後、不登校児の居場所づくりについて、教育委員会から説明

を受けました。 

 １月２１日、法定外税について知見を深めるため、産業建設委員会に同席させていただき、企画

観光課から説明を受けました。 



3 

 続きまして、宮津与謝消防組合議会定例会の報告をいたします。 

 ２月１８日、令和７年第１回宮津与謝消防組合議会定例会が招集され、佐戸議長と出席してまい

りました。議案でありました消防職員の給与に関する条例等の一部改正についての専決処分では、

令和６年人事院勧告等に準じ給与改定を行うもので、全員賛成で承認されました。 

 公平委員会委員の選任について、３人のうち１人の任期が２月２７日で満了となるため、伊根町

の泉良悟氏が再任で同意されました。 

 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理については、刑罰の懲役と禁錮が廃止

され、これらに代えて拘禁刑が創設されることから、所要の改定を行うものです。 

 令和６年度一般会計補正予算では、人事院勧告等に伴う給与改定と緊急防災・減災事業の契約入

札減によるものです。 

 令和７年度一般会計予算では、歳入歳出予算の総額は１１億８，６４６万円で、主な事業では、

消防緊急デジタル無線設備更新で１億９，２５０万円と、宮津分署の改修工事を行い、橋北分署の

消防ポンプ自動車を２か年計画で更新します。また、令和７年度伊根町の分担金は７，４２４万

２，０００円となっております。 

 宮津与謝消防組合議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正については、個人を識別するた

めの番号利用法の改定に伴う条例の改正であり、いずれの議案も全て全員賛成で可決されました。 

 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） 最後に、大谷産業建設委員長から産業建設委員会について報告いただきま

す。６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） それでは、産業建設委員会の報告をいたします。 

 １２月２０日、次年度からの委員会の課題について意見交換をし、観光と税について見識を深め、

政策提言にまとめる方向で合意をいたしました。 

 １月２１日、総務委員会と合同で伊根町の観光の現状と全国の法定外税導入事例について、企画

観光課長よりレクチャーを受けました。 

 以上でございます。 

○議長（佐戸仁志君） 何か質問はありませんか。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 

◎ 日程第４ 行政報告 

○議長（佐戸仁志君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申出がありました。 

 令和７年度国民健康保険特別会計予算編成に当たって、第３期伊根町地域福祉計画、地域福祉活

動計画、道路整備実施計画表については、お手元に配付のとおりであります。 

 これで行政報告を終わります。 

 

◎ 日程第５ 議案第９号 

    ～ 

◎ 日程第１２ 議案第１６号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第５、議案第９号 令和７年度伊根町一般会計予算、日程第６、議案

第１０号 令和７年度伊根町国民健康保険特別会計予算、日程第７、議案第１１号 令和７年度伊

根町財産区特別会計予算、日程第８、議案第１２号 令和７年度伊根町介護保険特別会計予算、日

程第９、議案第１３号 令和７年度伊根町訪問看護事業特別会計予算、日程第１０、議案第１４号

 令和７年度伊根町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１１、議案第１５号 令和７年度伊根町

簡易水道事業会計予算、日程第１２、議案第１６号 令和７年度伊根町下水道事業会計予算、以上、

令和７年度当初予算案８議案を一括議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） それでは、予算の説明に先立ちまして、令和７年度の町政運営に関する基

本的な考え方を申し上げ、当初予算案と主要事業についてご説明申し上げます。 
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 令和６年度の予算では、令和６年１月に締結をしました伊根町とゴダイ株式会社との連携と協力

に関する基本協定に基づき、伊根分校跡地の造成を開始いたしました。 

 令和７年度はいよいよ、仮称ではございますが、ゴダイドラッグ伊根店の本体工事が開始をされ

ます。オープンは令和８年４月を予定しております。施設が完成した暁には、町内での日用品、食

料品の購入において町民の皆さんの利便性の向上を大きく図れるものと期待するところでございま

す。さらに、ゴダイ株式会社と取り交わしたこの協定では、健康増進や地域防災など様々な分野で

の連携を図り、住民サービスの向上と地域の活性化に向けて取り組むこととしております。伊根町

だけでは困難な取組や事業につなぐことができ、その面でも大いに期待できるものでございます。 

 我々、この協定を最大限に生かし、この小さな町が新しい景色を見るもよし、同じ景色の中に新

しい何かを見つけるもよし、とにもかくにも新しい生き方につなぎ、先進的かつ魅力的な少数社会

の構築、明るく豊かで潤いのある伊根町を目指したく思います。 

 コロナ禍の長いトンネルを抜け出、社会経済活動が日常を取り戻す中、国内外から観光客が戻っ

てまいりました。一昨年が３７万３，０００人、コロナ前のピーク３５万５，０００人を上回りま

した。Ｖ字回復でございます。そのとき、まだまだ伸びる、そのように勝手な予測を申し上げたが、

昨年の数値は速報値によりますと４８万１，０００人、４８万人超えになりました。平成２２年策

定の第５次総合計画にうたう、目指せ５０万人を、１５年がかかったわけでございますが、おおむ

ね達成できそうでございます。そして、まだ伸びる。 

 私、身の丈に合わせたという言葉をよく使います。今後、伊根町の魅力をさらに磨き、さらなる

集客に努める。伊根町観光の質を向上させ、宿泊客を伸ばす、これは是非もないことでございます。

しかし、逆に、通過型の入り込み客はほどほどに押さえて、地域住民さんの良好な生活環境を守る、

その良好な環境を来訪者の皆さんにも喜んでもらう。そして事業者の皆さんにもしっかりと稼いで

もらえる。そんな三方よしの共存は大きな課題と思います。そして、そのにぎわいと経済効果を伊

根町内全域に広めることがさらなる課題でございます。 

 しかし、その一方で、観光客が集中する場所では、休日の渋滞や歩行者のマナー対策など、直接

観光関係事業に携わっていない町民の方々からは、何とかしてほしいという声を聞かせていただい

ております。これまで鳥屋地区の連休時の一方通行の協力依頼や、ゴールデンウイークなど特に渋

滞が発生しやすい期間の交通誘導員の増員、臨時駐車場の開設、大型観光バスの待機場所設定など

対策を講じてまいりました。 

 令和７年度は、さらに夏休み期間の渋滞緩和対策を検討しております。また、伊根湾巡り乗り場

付近での大型バスによる混雑対策のため、近隣の町有地を駐車場用地として事業者に賃貸し、混雑

緩和対策を行いたいと考えております。 

 住民の生活環境を整え、豊かで住みよい「ええまち」の取組を進めてまいります。 

 本町では、子育て世帯の経済的負担を軽減する措置として、これまでに教材費、給食費、修学旅

行の無償化、高校生までの医療費の無償化などに取り組んでまいりました。現在では多くの自治体

に広がり、その一部は国の施策として議論されるようになりました。こういった様々な施策に我々

先駆けとして取り組み、子育て環境の充実を図ってまいりました。また、平成２７年度から保育料

の低料金化に取り組み、平成３０年度からは３歳児から５歳児までの保育料の無償化も実現してお

ります。国に先駆けて実現をしております。 

 さらに、令和５年度からは、おむつは保育所で準備、使用済みのものも園で処分し、持ち帰る必

要なし。令和６年度には、昼寝用寝具整備により手ぶら登園の実現を図りました。そして、令和

７年度からは、伊根町立の保育所に通う園児は１歳児、２歳児も無償とし、保育料の完全無償化を

実現いたします。 

 今後も、切れ目のない子育て支援と保育の充実を進め、子育て環境の充実に努め、子育てしやす

い「ええまち」の取組を進めてまいります。 

 本町は、丹後半島の北東の端に位置しており、国道１７８号と府道による交通網が被災した場合

など、災害発生時に孤立しやすい地理的条件を持っております。こういった特性から、国道

１７８号の強靱化に向け、日置里波見間での対策を宮津市とともに京都府へ毎年要望を続けたこと

により、令和６年度には調査費がつけられ、念願に向けての大きな一歩が踏み出されました。さら
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に、それに先立つ現道ののり面防災も着実に進めてもらえるよう取り組んでいるところでございま

す。 

 町道の基幹路線である亀島本庄浜線についても、強靱化を進めるためののり面防災対策を計画的

に進捗させています。また、豪雨災害、台風災害を経験し、それらの教訓から役場やほっと館の無

停電化、筒川コミュニティセンターの改築などハード面での施策と、防災訓練や災害備蓄品の確保

などソフト面での対策を複合的に講じてまいりました。昨年は、近畿総合通信局、第８管区海上保

安本部、京都府宮津警察署、関西電力送配電など関係機関と合同で災害時の通信手段確保訓練に取

り組み、それに引き続いて、伊根中学校で防災関係資機材を使った電波教室を実施いたしました。 

 令和７年度には、地上通信網が被災した場合の外部との通信手段である衛星通信設備を第３世代

地域衛星通信ネットワークに更新し、また、全国瞬時警報システムＪアラートの新型受信機の整備

を計画しております。 

 複数の災害関係情報伝達手段を組み合わせ、また、それぞれの情報伝達手段を強靱化することで、

防災力の向上を図り、暮らしやすい「ええまち」の取組を進めます。 

 学校教育関係では、伊根中学校体育館に空調設備を整備いたします。近年の温暖化の影響で、夏

休みやその前後には気温が３５度を超える猛暑日となることもあり、体育の授業やクラブ活動時の

熱中症を警戒し、しっかりとした教育活動ができない場合がございました。体育館に空調設備を整

備することで、安心・安全で充実した学校教育の実現に向けた取組を行います。 

 本事業は、国の令和６年度補正予算分で令和６年度第６回補正予算に計上したものでございます

が、令和７年度実施分として、子育てしやすい「ええまち」の取組として進めてまいります。 

 令和７年度の各種事業によって、地域の皆様の暮らしと安心・安全を進め、「ええまち・伊根町」

の実現に向けた取組を推進してまいります。 

 それでは、当初予算の提案説明に入らせていただきます。 

 予算書１ページをご覧ください。 

 別刷りの令和７年度伊根町当初予算案の３ページを併せてご覧ください。 

 歳入歳出予算の総額は４０億４，４００万円で、前年度と比較しますと５億５００万円、

１４．３％の増額です。 

 それでは、歳入から説明をいたします。一般会計は事項別明細書に詳細がございますので、そち

らをご覧ください。 

 １２ページ、１３ページをお願いします。 

 町民税は６，９２５万円で、前年比６６万３，０００円の増額です。固定資産税は７，４１１万

９，０００円で、前年比１１万８，０００円の減額です。町税全体では８８万９，０００円、

０．６％の増額です。 

 １４、１５ページをお願いいたします。 

 地方交付税は１７億２，７００万円、７，５１０万円の増額を見込みました。地方財政計画にお

ける地方交付税総額は０．３兆円、１．６％の増となり、また、臨時財政対策債が皆減となり、そ

のことも踏まえ、一定の留保財源の確保も含めてこの額といたしました。 

 １６ページ、１７ページをお願いいたします。 

 分担金及び負担金は、全体で４１８万４，０００円です。前年比６６７万８，０００円、

６１．５％の減となっております。これにつきましては、本庄上地区の急傾斜地崩壊対策事業完了

による４８０万円減と、保育料の全年齢の完全無償化による１８８万円減によるものでございます。 

 使用料及び手数料は、総額１億５，４５８万９，０００円、前年比８５０万７，０００円、

５．２％の減額です。主な減額の要因は公共残土処分場使用料などでございます。 

 １８、１９ページをお願いいたします。 

 国庫支出金は４億１，２０５万円、前年比８，２５９万３，０００円、２５．１％の増額です。

伊根分校跡地活用に係る新しい地方経済・生活環境創生交付金などによるものでございます。 

 ２０ページ、２１ページをお願いいたします。 

 府支出金は２億９，６０８万３，０００円、前年比８，６３６万４，０００円、４１．２％の増

額です。水産物供給基盤機能保全事業補助金の増額などによるものでございます。 
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 ２６、２７ページをお願いいたします。 

 財産収入は１，２１８万８，０００円、前年比３０万円、２．５％の増額です。 

 寄附金は２，３３０万円で、前年同額でございます。 

 繰入金は４億７，６４６万５，０００円、前年比５，９７４万円、１４．３％の増額です。主な

繰入れの目的は、一般財源調整のための財政調整基金繰入れ、起債償還分の減債基金繰入れなどで

ございます。 

 ２８、２９ページをお願いいたします。 

 繰越金は２，０００万円で、前年同額でございます。 

 諸収入は８，８８３万５，０００円、前年比１，０２７万５，０００円、１３．１％の増額です。

デジタル基盤改革支援補助金の増額によるものでございます。 

 ３０ページ、３１ページをお願いいたします。 

 町債は５億９，２００万円、前年比２億１８０万円、５１．７％の増額です。跡地活用事業によ

る一般補助施設整備事業債の増額などによるものでございます。 

 自動車取得税交付金は１２万７，０００円の計上です。 

 次に歳出です。３２、３３ページをお願いいたします。別刷りの方は２ページをご覧ください。 

 議会費は４，６８１万４，０００円、前年比２４１万８，０００円、４．９％の減額です。 

 続きまして総務費です。３４、３５ページをお願いいたします。 

 総務費全体では１０億２，９９０万４，０００円、前年比３億８，５１１万４，０００円、

５９．７％の増額です。主な増額要因は、企画費の跡地活用事業でゴダイ出店に係る補助金４億

２，５２９万円を計上したことによるものでございます。令和６年度の国の補正予算分に対応でき

るよう、令和６年度第７回補正予算にも同事業を計上しております。補正予算分の採択を受けられ

た場合には、当初予算計上分は６月補正で減額したいと考えております。 

 ６２、６３ページをお願いいたします。 

 次に、民生費です。６億４，６０６万９，０００円、前年比４，００９万２，０００円、

６．６％の増額です。主な要因は、社会福祉費で長寿苑の大規模修繕に関わる地域密着型サービス

等整備等助成事業補助金の計上などによるものでございます。 

 ８０、８１ページをお願いいたします。 

 衛生費は２億９，２５７万７，０００円、前年比４４４万５，０００円、１．５％の増額です。

 ９０、９１ページをお願いいたします。 

 農林水産業費は５億８０１万３，０００円で、前年比５，６０５万７，０００円、１２．４％の

増額です。漁港管理費で伊根漁港水産物供給基盤機能保全工事の進捗を図るための増額計上が主な

要因でございます。 

 １００、１０１ページをお願いいたします。 

 商工費は１億２，４９７万５，０００円、前年比１０４万５，０００円、０．８％の減額です。

観光客集中対策として、平田地区の渋滞緩和対策期間を拡大すること、日出地区の町有地を活用し、

周辺の渋滞緩和対策として遊覧船事業者に駐車場用地として賃貸することなどを計画しております。 

 １０６、１０７ページをお願いいたします。 

 土木費は３億５，４２９万６，０００円、前年比４８１万８，０００円、１．３％の減額です。

道路整備事業では、亀島本庄浜線の防災工事を継続して実施するもののほか、亀島本庄浜線泊大橋

の橋梁修繕工事を計画しております。また、地区要望に基づいた道路整備計画に従った事業を計上

しております。 

 １１２、１１３ページをお願いいたします。 

 消防費は１億４，０８６万３，０００円、前年比２，９９９万２，０００円、２７．１％の増額

です。非常備消防費の消防設備維持管理事業で、消防車両更新計画に基づき、前年度に引き続いて

多機能型小型動力付ポンプ積載車、軽自動車を整備し第２分団第２部に配属するほか、災害対策事

業で、京都府地域衛星通信ネットワーク設備を第３世代システムに更新するための負担金と合わせ

てＪアラート受信システムの更新を行います。 

 １１６、１１７ページをお願いいたします。 
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 教育費は３億５，９８４万円、前年比５８７万９，０００円、１．７％の増額です。児童生徒の

学習用タブレットの更新を行います。 

 １４０、１４１ページをお願いいたします。 

 公債費は５億３，６０６万５，０００円、前年比８５７万９，０００円、１．６％の減額です。 

 予備費は４５８万４，０００円を計上いたしました。 

 議案第１０号 令和７年度伊根町国民健康保険特別会計予算でございます。 

 １４９ページをお願いいたします。 

 以後の特別会計の総額は、別刷りの１ページをご覧ください。 

 なお、特別会計は総額と主なもののみ説明とさせていただきます。 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額は３億８，８２３万円で、前年比３６４万４，０００円、

０．９％の増額です。 

 伊根診療所勘定の歳入歳出総額は１億５６０万円で、前年比８６９万４，０００円、９．０％の

増額です。 

 本庄診療所勘定の歳入歳出総額は７，４５６万円で、前年比２１２万２，０００円、２．９％の

増額です。 

 １５０、１５１ページをお願いいたします。 

 事業勘定は、財政運営主体である京都府からの通知額を基に、医療分は財政調整基金を活用した

前年据置き、後期高齢者支援金分と介護納付金分は、府からの通知に基づいた額を計上しておりま

す。 

 次に、伊根診療所勘定でございます。 

 １７４、１７５ページをお願いいたします。 

 診療収入は前年実績を勘案し、後期高齢者医療分の増額計上などを行っております。 

 続きまして、本庄診療所勘定でございます。 

 １９０、１９１ページをお願いいたします。 

 諸収入は、前年実績等を勘案し、国保、社保、後期高齢といずれの保険分も患者数の減少傾向を

反映した計上としております。 

 議案第１１号 令和７年度伊根町財産区特別会計予算でございます。 

 ２０７ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額はそれぞれ１０４万円で、５，０００円の減額でございます。 

 議案第１２号 令和７年度伊根町介護保険特別会計予算でございます。 

 ２１９ページをお願いいたします。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算総額はそれぞれ４億７，３３９万円で、前年比１，１６３万円、

２．５％の増額です。 

 介護サービス事業勘定の歳入歳出予算総額はそれぞれ１４０万円で、前年同額でございます。 

 ２２０、２２１ページをお願いいたします。 

 歳入は、歳出見込みに対する財源を法令に基づき積算したものでございます。 

 歳出は、被保険者数や前年度給付実績見込み等に基づいた給付費を計上しております。 

 直近の実績見込みを反映させるなどして、実際の給付額に近い予算となるよう積算いたしました。 

 ２５４、２５５ページをお願いいたします。 

 介護サービス事業勘定は、歳入として見込めるケアプランの作成業務をサービス収入に計上し、

次のページの歳出では、１款総務費、ケアプラン作成にかかる人件費などのほか、２款事業費で、

ケアプランを外部委託する経費を計上しております。 

 議案第１３号 令和７年度伊根町訪問看護事業特別会計予算でございます。 

 ２６５ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額はそれぞれ２，０３２万円で、前年比３８万円、１．８％の減額です。訪問看

護サービスは、前年度と同規模の提供を計画しております。 

 議案第１４号 令和７年度伊根町後期高齢者医療特別会計予算でございます。 

 ２７９ページをお願いいたします。 
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 歳入歳出予算総額はそれぞれ４，６１７万円で、前年比１４０万５，０００円、３．１％の増額

です。前年度とおおむね同様の歳入歳出を計画しております。 

 議案第１５号 令和７年度伊根町簡易水道事業会計予算でございます。 

 ２９３ページをお願いいたします。 

 公営企業法の適用２年目となります。収益的収入は８，６００万円、収益的支出は８，９９３万

２，０００円です。 

 次のページをお願いいたします。 

 資本的収入は７，３７９万１，０００円、資本的支出は１億７３４万８，０００円でございます。 

 議案第１６号 令和７年度伊根町下水道事業会計予算でございます。 

 ３２５ページをお願いいたします。 

 下水道事業につきましても、令和６年度から公営企業法を適用しておりますので、事業会計予算

となっております。 

 収益的収入は８，１２１万８，０００円、収益的支出は１億３９７万１，０００円です。 

 次のページをお願いいたします。 

 資本的収入は５，８５７万６，０００円、資本的支出は７，２４７万９，０００円でございます。 

 以上、当初予算の説明といたします。 

 令和７年度も、今あるものを最大限に活用するための仕組みづくりを主眼にした事業を進め、

「ひと・まち・くらし・しごと」の全てが輝く「ええまち・伊根町」の実現に向けて頑張ります。

議員各位をはじめ町民の皆様のなお一層のご理解とご支援、ご協力を心からお願い申し上げ、私の

施政方針と当初予算案の提案説明とさせていただきます。 

 なお、予算案の詳細な内容につきましては、全員協議会にて担当課長等から説明させますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 以上をもちまして、議案第９号から議案第１６号までの令和７年度当初予

算案８議案の提案理由の説明を終了しました。 

 なお、本日は提案説明のみとし、明日３月６日に全員協議会を開催し詳細説明を行い、質疑は

１３日、１８日に行い、討論、採決は１９日に行う予定としております。 

 

◎ 日程第１３ 議案第１７号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１３、議案第１７号 令和６年度伊根町一般会計第７回補正予算を

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第１７号 令和６年度伊根町一般会計第７回補正予算でございます。 

 １ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額にそれぞれ４億２，６３２万９，０００円を追加し、４３億１，０６１万

８，０００円とするものでございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 歳入です。 

 １０款１項地方交付税８，５４３万３，０００円の増額です。 

 １３款使用料及び手数料 １項使用料５，３２６万７，０００円の減額です。残土処分場使用料

の減額によるものでございます。 

 １４款国庫支出金 ２項国庫補助金１億４，７６５万１，０００円の増額は、新しい地方経済・

生活環境創生交付金などでございます。 

 １７款１項寄附金３００万円の増額はオーバーツーリズム対策への指定寄附金で、ふるさと応援

基金の観光振興事業分に積み立てます。 

 １８款繰入金 ２項基金繰入金６９６万２，０００円の増額は、公共残土処分場使用料管理基金

繰入金でございます。 

 ２０款諸収入 ７項雑入３６５万円の増額で、地域公共交通確保維持改善事業補助金などでござ

います。 
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 ２１款１項町債２億３，２９０万円の増額です。国の補正予算に伴う一般補助施設整備事業債の

計上のほか、過疎債ソフト分の減額などによるものでございます。 

 ４ページ、５ページをお願いいたします。 

 歳出です。 

 ２款総務費 １項総務管理費４億４，５３３万４，０００円の増額です。分校跡地の活用事業で

ゴダイ出店に関わる費用を１０分の１０で補助するほか、タンゴ鉄道の基盤整備に関わる補助金を

国の補正予算によって前倒しで計上するものなどでございます。 

 ８款土木費 １項土木管理費２，６００万５，０００円の減額は、残土処分場使用料減額に伴う

積立金と管理費用の減額でございます。 

 ２項道路橋りょう費７００万円の増額は、除雪費の追加計上でございます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費の補正でございます。 

 普通財産管理費は、分校跡周辺の買収予定地の登記手続に時間を要するため繰り越すものでござ

います。地域公共交通確保維持費は、国の補正予算による前倒し分、跡地活用事業は、国の予算に

よる新しい地方経済生活環境創生交付金を活用したゴダイ伊根店の出店に関わるものでございます。

そのほか資材の納品遅延によるもの、それぞれの事業において関係機関との調整などで不測の日数

を要したため、適正工期を確保するためなどの理由で繰り越すものでございます。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 第３表、地方債の補正でございます。 

 追加は、国の補正予算で跡地活用事業を実施する補助残分の補正予算債を計上するものでござい

ます。変更は、過疎対策事業債ソフト分が要望超過で割落としを受けたものの減額と、地方公共交

通確保維持費は、北近畿タンゴ鉄道支援分が国の補正予算分の補助金を受けられる見込みとなった

ため、６年度へ前倒しをするものでございます。 

 細部につきましては担当部長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） それでは、令和６年度一般会計第７回補正予算の細部説明を申し上げ

ます。 

 まず、繰越明許費のそれぞれの事業の繰越し理由等の説明をさせていただきますので、６ページ、

７ページへお戻りいただけますでしょうか。 

 普通財産管理費から跡地活用事業の３つまでは、町長説明のとおりでございます。 

 続きまして、４つ目の事業、自治会施設等整備事業につきましては、例年以上の積雪により不測

の日数を要したため、畑谷地区の集会所の改修事業でございますが、不測の日数を要したため繰り

越すものでございます。 

 防犯・暴力追放対策費につきましては、防犯カメラの更新でございますが、後継機種の発売が遅

れたことにより、必要な日数を確保するため繰り越すものでございます。 

 放課後児童健全育成事業につきましては、施設建設の完了後に実施するグラウンド復旧工事につ

いて年度内完了が困難なため繰越しを行います。 

 分別ごみ処理対策費につきましては、コンテナ脱着車用コンテナの入手困難による納品遅延によ

り繰り越すものでございます。 

 農業用施設整備補助金交付事業は、農業用のポンプ資機材の入手困難による納品遅延により繰り

越すものでございます。 

 漁港管理事業は、伊根漁港水産物供給基盤機能保全工事でございます。 

 海岸保全施設管理事業につきましては、浦島漁港海岸保全施設修繕工事でございます。 

 町道管理事業につきましては、橋梁の修繕事業、町道改良事業につきましては、亀島本庄浜線の

のり面防災工事、それぞれ事業実施に当たり、地元や関係機関との調整に不測の日数を要したため

繰り越すものでございます。 

 町営住宅管理事業は、現在訴訟を行っております。訴訟手続が完了しておりませんので、繰越し
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を行います。 

 災害対策事業は、当町の防災計画改定の事業でございますが、その防災計画の改定で上位計画と

の連携を取る必要がございますが、上位計画、京都府の防災計画の改定が次年度にかかるため、同

様に繰越しを行うものでございます。 

 学校管理運営費は、伊根小学校の高圧受電設備工事でございます。実施設計完了後の適正工期を

確保するために繰越しを行います。 

 それでは、歳入の説明を申し上げます。 

 １４ページ、１５ページをお願いいたします。 

 １０款１項１目地方交付税８，５４３万３，０００円の増額でございます。普通交付税につきま

しては、補正財源として留保しておりました決定額との差額を計上いたしました。特別交付税分に

つきましては、大雪に見舞われた地域につきまして除雪経費分の増額が見込まれることから、除雪

に係る経費の一部として計上しております。 

 １３款使用料及び手数料 １項使用料 ６目土木使用料５，３２６万７，０００円の減額で、公

共残土処分場の受入れ量減少による減額でございます。 

 １４款国庫支出金 ２項国庫補助金 ２目総務費国庫補助金１億４，７６５万１，０００円の増

額です。 

 社会資本整備総合交付金は、地域公共交通再構築事業補助金による増額でございます。 

 その下の段、新しい地方経済・生活環境創生交付金は、飲食料品等小売施設の出店支援に関する

財源として計上するものでございます。 

 １７款１項寄附金 ２目指定寄附金３００万円の増額は、丹後海陸交通株式会社より観光振興に

資する指定寄附金として寄附をいただくことになりましたので計上したものでございます。 

 １８款繰入金 ２項基金繰入金 １１目公共残土処分場使用料管理基金繰入金６９６万

２，０００円の増額でございます。公共残土処分場使用料の減額に伴い、維持管理経費を基金から

繰入れを行って賄うものでございます。 

 ２０款諸収入 ７項５目雑入３６５万円の増額でございます。いねタクの電気自動車購入に当た

り、地域公共交通確保維持改善事業費補助金とクリーンエネルギー自動車導入促進補助金を採択が

得られたので計上したものでございます。 

 ２１款１項町債 ２目総務債２億７，５００万円の増額でございます。過疎対策事業債は、割落

としを受けたソフト分の減額でございます。一般補助施設整備等事業債は飲食料品小売施設の出店

支援の財源として発行するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 脱炭素化推進事業債につきましては、いねタクの電気自動車購入に当たりまして補助が得られた

ので、想定しておりました起債の発行を取りやめるものでございます。 

 ４目衛生債３，３６０万円の減額で、過疎債ソフト分の減額でございます。 

 １０目教育債８５０万円の減額で、こちらも過疎債ソフト分の減額でございます。 

 続いて、歳出の詳細説明を申し上げます。 

 １８、１９ページをお願いいたします。 

 ２款総務費 １項総務管理費 １目一般管理費３４０万円の増額です。 

 退職手当組合負担金でございますが、早期退職職員に関するものとして特別負担金を計上したも

のでございます。 

○企画観光課長（千賀和孝君） ６目企画費４億４，１１４万２，０００円の増額です。 

 地域公共交通確保維持費１，２８５万２，０００円の増額です。地域公共交通特定事業実施計画

に基づきＫＴＲが行う鉄道軌道等の整備事業で、国の補正予算に伴い、令和７年度実施事業を令和

６年度に前倒しして計上を行うものでございます。沿線市町での協調補助金となります。 

 ふるさと応援事業３００万円の増額は、観光振興事業オーバーツーリズム対策への指定寄附があ

りましたので、ふるさと応援基金に積立てを行います。令和７年度予算で、同額をオーバーツーリ

ズム対策事業に充当することとしております。 

 跡地活用事業４億２，５２９万円の増額は、ゴダイとの協定に基づき、ゴダイ伊根店の整備に対



11 

して１０分の１０の支援を行うものでございます。なお、本事業におきましては、国の補正予算に

計上されております新しい地方経済・生活環境創生交付金の獲得を目指して事務を進めております。

令和６年度補正予算分の採択がいただけなかった場合に備えまして、令和７年度当初予算でも同額

を計上しております。工期と交付決定時期の兼ね合いによりまして令和６年度補正予算がだめだっ

たときには、速やかに令和７年度分の交付金獲得に向けて動けるよう、二重の計上としていること

にご理解をお願いいたします。 

○総務課長（鍵 良平君） １５目財政調整基金費７９万２，０００円の増額でございます。普通

交付税の決定額の残額を計上し、減債基金の積立てを行うものでございます。 

○地域整備課長（橋本利将君） ８款土木費 １項土木管理費 １目土木総務費２，６００万

５，０００円の減額です。残土処分場使用料の大幅な減収に伴いまして、残土処分場管理事業の管

理費用、残土等敷ならし受入れ等の費用でございます。こちらと積立金を減額するものでございま

す。 

 ２項道路橋りょう費 ２目道路維持費７００万円の増額です。道路除雪事業の町道除雪業務につ

きまして、２月に入り降雪日が多く、除雪出動が増加しましたことから、当初予算額７００万円に

加え、同額の７００万円を増額とするものです。 

 以上で令和６年度一般会計第７回補正のご説明を終わります。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。３番、松山議員。 

○３番（松山義宗君） 土木費なんですが、残土処分場の受入れが少なかったということですけれ

ども、もともとはすごい金額を積んでいらっしゃったと思うんですけれども、その減額になった要

因というのは何ですかね。 

○議長（佐戸仁志君） 橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） 基本的には、公共事業の進捗によるものということになります。

基本的に京都府の残土が多くあったんですけれども、今年度は前年、前々年等の平均値よりも大き

く減少したということになっております。ちなみに、令和４年度、５年度につきましては、おのお

の３万１，０００㎥、３万㎥ほどあったんですけれども、今年度は搬入減少で１万㎥程度でござい

まして、３分の１程度に今年度は減ったということで、それに伴う減額という形になっております。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１７号 令和６年度伊根町一般会計第７回補正予算を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１４ 議案第１８号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１４、議案第１８号 令和６年度伊根町財産区特別会計第１回補正

予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第１８号 令和６年度伊根町財産区特別会計第１回補正予算でござい

ます。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額にそれぞれ４７万円を追加し、１５１万５，０００円とするものでございます。 

 ２２、２３ページをお願いいたします。 

 歳入です。 

 １款財産収入 ２項財産売払収入４７万円の増額は、野村地区の府有林で間伐材売り払いによる

ものです。 

 ２４、２５ページをお願いいたします。 
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 歳出です。 

 １款１項 財産区管理費４７万円の増額です。歳入で説明申し上げましたものを筒川財産区に維

持交付金として支出するものでございます。 

 細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしとの声がありま

すが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第１８号 令和６年度伊根町財産区特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１５ 議案第１９号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１５、議案第１９号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例の制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第１９号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定についてでございます。 

 刑法等の一部を改正する法律が令和７年６月１日に施行されることに伴い、関係する条例の整理

を行うものでございます。刑法に基づく用語の改正でございます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第１９号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１６ 議案第２０号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１６、議案第２０号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

等の一部改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２０号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正

についてでございます。 

 育児休業、介護休業等育児又は介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、必要な改正

を行うものなどでございます。 
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 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 議案第２０号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部

改正について、詳細説明を申し上げます。 

 職員の処遇関係の条例改正でございます。 

 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律が改正されまして、こ

れに伴いまして、人事院規則の改正が行われました。それに合わせまして、地方公務員についても

同様に仕事と育児、介護の両立に係る制度の拡充が必要となることから、関係条例の改正が必要と

なったものでございます。 

 本条例案では、第１条で伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正、第２条で伊根

町職員の育児休業等に関する条例の一部改正を行います。また、広域法人等に派遣する職員に対し

て地域手当等の支給を可能とするため、公益的法人等への伊根町職員の派遣等に関する条例につい

ても改正が必要となり、第３条で当該部分の改正を行います。 

 それでは、新旧対照表を用いて説明を申し上げますので、３ページをご覧いただけますでしょう

か。 

 まず、第１条関係でございます。 

 第８条の３の改正は、育児を行う職員の時間外勤務の制限の対象となります養育する児童の対象

範囲が、現在の３歳までから小学校就学前までに拡大されるものでございます。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 第１６条では、略称規定の追加でございます。下段の１７条の２で、次の５ページにかけて、介

護を行うことになった職員に対して、仕事と介護の両立支援制度の周知を行うための面談を行うと

いう規定の追加でございます。 

 また、第２項では、４０歳になった職員に対して、事前に両立支援制度の周知を行う規定の追加

でございます。 

 すみません。次のページにまたがっております。 

 第１７条の３では、制度に関する研修の実施と相談体制の整備、環境整備に関する措置を講じる

規定でございます。 

 次の６ページをお願いいたします。 

 第２条関係でございます。介護時間の規定でございます。引用する法律の改正に伴う引用条番号

の改正でございます。 

 最後の７ページは第３条関係でございます。公益的法人等への伊根町職員の派遣等に関する条例

の改正でございます。支給することができる手当に地域手当を加えるものと、管理職員の特別勤務

手当、今回、伊根町職員の給与に関する条例の改正によりまして、管理職員特別勤務手当の支給の

対象時間が平日の分で拡大されたことに伴い、そういったことが発生した場合に備えての条例改正

をここで行わせていただくものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２０号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正についてを採

決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本
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案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１７ 議案第２１号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１７、議案第２１号 伊根町職員旅費条例の一部改正についてを議

題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２１号 伊根町職員旅費条例の一部改正についてでございます。 

 国家公務員に適用される旅費法が改正されることを受け、同様の内容で、主に高騰している宿泊

費の実情に合わせた支給の規定、日当の廃止など所要の改正を行うものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 議案第２１号 伊根町職員旅費条例の一部を改正する条例の細部説明

を申し上げます。 

 国家公務員等の旅費に関する法律の改正に伴って、本町においても、伊根町職員旅費条例の改正

を行うものでございますが、主な内容は、旅行距離に応じた定額制の日当、交通手段によっては発

生する場合がある食卓料というものが廃止となります。 

 定額だった宿泊料が、上限を定めた実費制に変更されることとなります。 

 次には、宿泊を伴う旅行に対する定額２，４００円の宿泊手当が新設されることになります。 

 交通費と宿泊料が一体となったいわゆるパック料金が対象となる、この改正が行われます。これ

らが主な内容となってございます。 

 また、旅費法の今回の改正では、多くの内容が政令に委任されることになり、それに伴って用語

の改正が行われております。本条例についても同様に用語の改正を行っております。 

 それでは、この条例につきましても、新旧対照表で説明申し上げます。 

 新旧対照表は５ページからでございます。 

 まず、第２条の改正でございます。第２条の中の第３号は、用語の改正でございます。 

 新設の第５号が、いわゆるパック旅行を対象とするために必要な旅行業者の定義でございます。

一番下の段の第３条第３項は、旅行命令を受けた職員ではなく、旅行業者に対して直接パック料金

を支払うことができる規定でございます。 

 次の６ページから１０ページの中段までは、用語等の改正でございます。 

 飛びますが、１０ページまで移動をお願いいたします。 

 １０ページ下段の第１２条が日当の規定だったものが、宿泊費の規定となります。具体的には、

政令の規定に準拠することを定め、続く１１ページの第１３条では、宿泊料の規定が包括宿泊費の

規定に改正されます。いわゆるパッケージ旅行の規定でございます。パック旅行でございます。 

 次の１４条は、従前、食卓料の規定だったものが廃止されまして、宿泊手当の規定となります。 

 以下は、用語の改正等によるものでございます。 

 日当等を規定しておりました別表第１と、研修の場合の日当の減額規定であります別表第２、こ

れらはそれぞれ廃止になります。それが１２ページから１３ページにかけてでございます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 こちらは、改正条例の附則によって別の条例を改正する、その規定の新旧対照表でございます。

今回の条例改正で附則によって改正される伊根町特別職の職員で非常勤のものの費用弁償に関する

条例の一部改正でございますが、非常勤特別職の費用弁償につきましては、一般職の職員の旅費条

例の規定を準用しておりますので、今回の改正によって改正が必要となる用語の改正を行っておる

ところでございます。 

 次の１５ページをお願いいたします。 

 こちらも附則による改正でございます。伊根町消防団条例の一部改正でございます。消防団員の

費用弁償につきましては、旅行を伴う場合の加算規定がございます。その引用元となっております

旅費条例で日当が廃止されますことから、消防団員の費用弁償の加算額を消防団条例で直接規定す
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るための改正でございます。この改正を行うことによって、消防団員の費用弁償の額は改正前と改

正後では同額で、変更はございません。 

 説明は以上でございます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２１号 伊根町職員旅費条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１８ 議案第２２号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１８、議案第２２号 伊根町消防団員等公務災害補償条例の一部改

正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２２号 伊根町消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてで

ございます。 

 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が改正をされ、公務災害補償に関する補償

基礎額の改正が行われるものでございます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声があります

が、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２２号 伊根町消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 休憩します。１１時１０まで休憩したいと思います。 

休憩 １０時５２分 

再開 １１時１０分 

○議長（佐戸仁志君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎ 日程第１９ 議案第２３号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１９、議案第２３号 伊根町非常勤消防団員に係る退職報償金の支

給に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２３号 伊根町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条

例の一部改正についてでございます。 

 消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部が改正され、退職報償金の支給
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に関する勤務年数で最長区分が、従来の３０年以上までだったものに、３５年以上の１区分の追加

が行われるものでございます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２３号 伊根町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正

についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２０ 議案第２４号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２０、議案第２４号 伊根町福祉医療費の支給に関する条例の一部

改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２４号 伊根町福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について

でございます。 

 令和６年所得税の定額減税により影響を受ける老人医療費助成対象者の要件を明確化するもので

ございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） それでは、議案第２４号 伊根町福祉医療費の支給に関する条例

の一部改正についてご説明を申し上げます。 

 議案書をご覧ください。 

 提案理由は、令和６年所得税の定額減税により影響を受ける老人医療助成対象者の要件を明確化

するため、所要の改正を行うというものでございます。 

 資料の３ページをご覧ください。新旧対照表の２ページ目になります。 

 改正後案の下線部分、租税特別措置法第４１条の３の３第１項、これがいわゆる令和６年所得税

の定額減税に関する規定で、この規定を適用しない場合に所得税が課されるものを除くとして改正

するものでございます。 

 老人医療助成制度において、所得税課税の判断基準が設けられている理由は、適正かつ公平な医

療費負担と公費による助成可否を判断するための基準であり、令和６年定額減税を加味した場合は、

本来は医療費負担をすべき方が助成対象となってしまうことから、老人医療助成対象者の判定には

加味しないことが適当であるという趣旨によるものです。 

 資料１ページ、条例案に戻っていただきまして、施行期日を令和７年８月１日としております。

これは、福祉医療事業の年度切替え日で、京都府市町村共通の施行期日となっております。 

 以上、伊根町福祉医療費の支給に関する条例の一部改正についての説明を終わります。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２４号 伊根町福祉医療費の支給に関する条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２１ 議案第２５号 

    ～ 

◎ 日程第２２ 議案第２６号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２１、議案第２５号 伊根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について及び日程第２２、議案第２６号 伊根町特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についての２議案を一括

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２５号 伊根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について、議案第２６号 伊根町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、一括提案いたします。 

 子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令による家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準及び特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援

施設等の運営に関する基準がそれぞれ改正されたことに伴い、関係条例の改正を行うものでござい

ます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） 議案第２５号 伊根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正について、議案第２６号 伊根町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、同様の内容になりますので、一括

して詳細説明をさせていただきます。 

 議案第２５号については令和５年３月、９月に、議案第２６号については令和５年３月、９月、

令和６年３月に再三条例改正を行っているものです。 

 また、議案第２５号の条例によって本町で実施している事業は現在ありませんが、平成２４年に

子ども・子育て支援法が制定された際、整備したものです。 

 今回の改正は、両議案とも提案理由のとおり、子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正す

る内閣府令により、それぞれ家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正、特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の改正に

より改正を行うものです。 

 これら条例は、近年毎年のように改正していることから、他団体での制定の在り方を調査研究し

ましたところ、それぞれの議案とは別の条例案１ページをご覧いただき、第２条に基準を定めるこ

とで対応ができることから、そのような改正を行うものです。 

 第１条は、議案第２５号には条例案新旧対照表にはありませんが、趣旨を定めています。 

 第２条は、それぞれ家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準、特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定め、最後、第３条で委任を設けております。それぞれ

３条立ての条例とし、不用なものは削ることとしております。 

 大変簡単ではございますが、説明は以上です。 

 近年、再三改正していることから、基準を定めて対応できる条例としましたことを再度申し上げ

まして、伊根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正、伊根町特
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定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についての

説明とさせていただきます。 

○議長（佐戸仁志君） ２議案について質疑を行います。質疑は議案番号の後、発言してください。

質疑はありませんか。質疑はないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２５号 伊根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第２６号 伊根町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２３ 議案第２７号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２３、議案第２７号 伊根町漁港管理条例の一部改正についてを議

題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２７号 伊根町漁港管理条例の一部改正についてでございます。 

 模範漁港管理規程例の改正に伴い、これに合わせ占用期間を最長１０年まで延長するものでござ

います。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２７号 伊根町漁港管理条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２４ 議案第２８号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２４、議案第２８号 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町

税条例の特例に関する条例の廃止についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２８号 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例

に関する条例の廃止についてでございます。 

 半島振興法の改正により、半島振興対策実施地域と過疎地域における税制特例地域が重複してい
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る地域は、過疎地域における税制特例を適用することとなったため、条例を廃止するものでござい

ます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声があります

が、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第２８号 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例に関する条例

の廃止についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２５ 議案第２９号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２５、議案第２９号 伊根町中山間ふるさと・水と土保全基金条例

の廃止についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２９号 伊根町中山間ふるさと・水と土保全基金条例の廃止につい

てでございます。 

 伊根町中山間ふるさと・水と土保全基金を処分したため、条例を廃止するものでございます。 

 担当課長からの細部説明につきましては省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。３番、松山議員。 

○３番（松山義宗君） もともとこの基金条例というのか、基金は何か補助金があってそれを基金

とされたのか、どんな経緯があってこの基金があったんですか。 

○議長（佐戸仁志君） 橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） こちらにつきましては、もともと府から配分された原資を基に、

令和７年度に積み立てて、当時利率がよく、利益により事業展開を行う予定というものでございま

したが、運用収益が少ない状況でずっと積み立てられた状況のままでございました。 

 その基金を農業用施設の維持管理修繕、そういったものに支援を行うことにより処分をしてきた

という経緯がございます。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑はありませんか。橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） すみません。先ほど令和７年と言いましたが、平成７年の誤りで

す。失礼しました。 

○議長（佐戸仁志君） よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。質疑がないようであります

が、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２９号 伊根町中山間ふるさと・水と土保全基金条例の廃止についてを採決しま

す。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 
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◎ 日程第２６ 議案第３０号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２６、議案第３０号 令和５年度公共残土処分場防災調整池整備工

事請負契約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第３０号 令和５年度公共残土処分場防災調整池整備工事請負契約の

変更についてでございます。 

 関係機関との協議結果に伴う変更のほか、インフレスライド条項の適用によるものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） 議案第３０号 令和５年度公共残土処分場防災調整池整備工事請

負契約の変更についてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをご覧ください。 

 契約の目的及び方法は、令和５年度公共残土処分場防災調整池整備工事の変更を随意契約により

行うものです。 

 当初契約金額１億６５３万５，０００円に今回の変更契約による増額分９３０万６，０００円を

合わせ、総額１億１，５８４万１，０００円となります。 

 第１回変更契約につきましては、繰越しに係る工期延期によるものですので、金額の増減はござ

いません。 

 契約の相手方は、株式会社井長組、代表取締役井戸本勝典です。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、令和５年

議案第７５号で議決を受けた契約の内容を変更するため、議会の議決を求めるものでございます。 

 次ページ、ご覧ください。工事概要書になります。 

 各数値の上段括弧書きが変更前の数量とになります。防災調整池重力式ダム３０から３１ｍへの

変更及び、その２個下のコンクリートダム本体工、こちらの変更につきましては、京都府との最終

調整によるダム高の調整等によるものでございます。 

 土工の変更につきましては、実施における精測の結果によるもの、間詰めコンクリート１５３㎥

の皆増につきましては、こちらも京都府との調整により、ダム本体の周辺土砂埋め戻しに当たり、

掘削した軟岩部分につきましてはコンクリートで埋め戻すということになったことによるものです。 

 垂直壁工及び側壁護岸工は、ダムより下流側の排水処理に関わるものですが、京都府との調整の

ほか、支障木伐採運搬撤去等に期間を要したことから、一旦本工事で廃止し、令和７年度に実施す

る予定としております。 

 また、請負業者から、契約第２５条第６項に基づくインフレスライドの要請を受けまして、単価

等変動前の残工事費に対し、変動後の残工事費の差額、こちらが１％を超える額であったことから、

同条２項に基づく１％を超えた額６３３万６，０００円を増額するものです。この件につきまして

は、令和６年２月１６日付国土交通省不動産建設経済局長通知、こちらに基づくもので、令和６年

３月から適用された新労務単価が旧単価の約６％引上げになったことなどによることから、令和

６年３月以降の残工事に対応したものとなっております。 

 次ページ、平面図をご覧ください。 

 赤線の部分が構造物の位置を示すものでございます。構造物の左側に黒斜線で示す部分、こちら

が防災調整池として機能する範囲でございます。そして、旗上げしている、少し小さくて見づらい

んですが、旗上げしている工種及び数値のうち、見え消しがされたものが変更前のものとなってお

ります。 

 裏面と次ページのほうをご覧ください。 

 裏面のほうがダム工の部分の平面図でございます。次ページがダム軸縦断図、流水方向に切断し

たような断面図となっております。 

 ダム工の平面図、裏面のほうでございますが、こちらの赤線の構造物がダム本体工でございます。

また黒線で表現した箇所が本変更により今回の工事では未実施となる側壁護岸工と垂直壁工でござ



21 

います。これら流末排水施設につきましては、令和７年度の流末対策として実施する計画としてお

ります。 

 以上、工事請負契約の変更についてのご説明とさせていただきます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。７番、和田議員。 

○７番（和田義清君） すみません。ちょっと教えてください。 

 インフレスライド増加分が６６３万６，０００円なんですけれども、このインフレスライド増加

分というのは、資材の値上げと、先ほどご説明いただいた各括弧の部分が当初の計画で、今ご説明

していただいた分が長さとか工法が若干変更になったというふうにご説明いただきましたけれども、

これも含めてのインフレスライド分として６３３万６，０００円という認識でよろしいんでしょう

か。 

○議長（佐戸仁志君） 橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） 上の数値の変動については、単純に事業内容の変更でございます。

そこから抜き出して最終的に変更を行った後に、もともとの単価と改めて計算し直した単価の差額、

こちらがインフレスライド増額分という形になっております。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑はありませんか。質疑はないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３０号 令和５年度公共残土処分場防災調整池整備工事請負契約の変更について

を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

件は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２７ 議案第３１号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２７、議案第３１号 令和６年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請

負契約の変更についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 大変失礼いたしました。ちょっとぼうっとしておりました。 

 議案第３１号 令和６年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請負契約の変更についてでございます。 

 入札残額を活用して工事進捗を図るため、変更を行うものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） 議案第３１号 令和６年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請負契

約の変更についてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをご覧ください。 

 契約の目的及び方法は、令和６年度伊根漁港海岸保全施設整備工事の変更を随意契約により行う

ものです。当初契約額５，５５１万７，０００円に今回の変更契約による増額分２，３２６万

６，１００円を合わせ、総額７，８７８万３，１００円となります。 

 契約の相手方は、株式会社和田組、代表取締役後藤治幸です。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、令和６年

議案第４１号で議決を受けました契約の内容を変更するため、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 次ページ、ご覧ください。 

 工事概要でございます。各数字の上段括弧書きが変更前の数量等でございます。工事延長を

３３．４ｍから４８．３ｍに延伸し、その延長内での各工種の変更を行っております。 

 主な変更は、基礎捨石工２４４㎥から８９４㎥に増やし、１５ｍほど工事を延伸させました。 
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 堤体工に変更はありません。 

 薬液注入工につきましては、精測の結果による変更となっております。 

 次ページ、平面図をご覧ください。 

 高梨工区全体の平面図でございます。図面の左側の赤斜線部、薄いんですけれども、赤斜線のほ

うですが、こちらのほうが今回の実施箇所となっております。 

 裏面のほうをご覧ください。 

 実施箇所の部分を拡大した平面図となっております。黄色の斜線が前年度までに完了した捨石工

の部分となります。 

 黄色の斜線の下の赤斜線、こちらは当初契約から計画している堤体工と、海面からマイナス３ｍ

までの基礎捨石工の位置でございます。 

 緑色の斜線が次年度以降の工事箇所となりますが、そちらのほうに赤色の斜線で示した部分、こ

ちらが今回の変更により追加となる捨石工の部分でございます。 

 次ページのほう、ご覧ください。 

 こちらは、横断図でございます。上の横断図が工事区間の平田側の断面図になります。黄色斜線

は前年度まで捨石工を行った箇所ということになります。 

 赤斜線で示すものが今回の当初から計画している堤体工と、その下の基礎となる捨石工です。 

 青色で枠で囲っている部分、こちらが薬液注入工の範囲となります。薬液注入工は、基礎捨石の

実施前に既存地盤の掘削を行う際、周囲が崩れるのを防止するためのものでございます。 

 下の断面図が今回の変更により追加となる部分の断面でございます。全体を緑色の斜線で示すと

おり、次年度以降に実施する計画でありましたが、新たに工事区間を広げ、赤色の斜線で示した、

海面からマイナス５ｍの高さまでの捨石工について、変更により実施いたします。 

 以上、工事請負契約の変更についての説明とさせていただきます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑はないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。 

 これから議案第３１号 令和６年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請負契約の変更についてを採

決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

件は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２８ 議案第３２号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２８、議案第３２号 宮津市、伊根町及び与謝野町障害者介護給付

費等支給認定審査会共同設置規約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第３２号 宮津市、伊根町及び与謝野町障害者介護給付費等支給認定

審査会共同設置規約の変更についてでございます。 

 令和７年４月１日から宮津市、伊根町及び与謝野町障害者介護給付費等支給認定審査会の事務局

を与謝野町から宮津市に変更することについて、地方自治法第２５２条の７第３項において準用す

る同法第２５２条の２の２第３項の規定により、議会の議決を得ようとするものでございます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声があります

が、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） これで質疑を終わります。お諮りします。本案について討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第３２号 宮津市、伊根町及び与謝野町障害者介護給付費等支給認定審査会共同設

置規約の変更についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２９ 議案第３３号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２９、議案第３３号 伊根町筒川地区コミュニティセンターの指定

管理者の指定についてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、長谷川議員、松山議員、大谷議員の退場を求めます。 

（２番 長谷川貴之君、３番 松山義宗君、６番 大谷功君退場） 

○議長（佐戸仁志君） 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第３３号 伊根町筒川地区コミュニティセンターの指定管理者の指定

についてでございます。 

 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を指定したいので議会の議決を求め

るものでございます。 

 細部説明につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 増井次長。 

○教育次長（増井和彦君） それでは、議案第３３号 伊根町筒川地区コミュニティセンターの指

定管理者の指定についてご説明申し上げます。 

 議案書をご覧ください。 

 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、次のものを指定管理者として指定したいので、

議会の議決を求めるものでございます。 

 １、公の施設の名称は、伊根町筒川地区コミュニティセンター。 

 ２、指定管理者は、京都府与謝郡伊根町字本庄上１２２７番地の１、伊根町農村ＲＭＯ推進会議

です。 

 ３、指定期間は、令和７年４月１日から令和１２年３月３１日までの５年間の指定を行うもので

ございます。 

 本コミュニティセンターは筒川地区の拠点となる施設で、地域住民が交流する多目的ホール、調

理室、談話室、和室、グラウンド、また地域住民に配慮したバリアフリー設計、平時の電力供給と

防災機能を兼ね備えた太陽光発電システムを設置しているもので、指定管理方式で管理を行うもの

でございます。 

 伊根町の公の施設の管理等に関する条例第３条第１項の規定により、令和６年４月に指定管理者

の公募を行いましたが、応募はゼロ件でございました。令和６年１０月の本センター竣工後、令和

６年１２月に再度公募を行いましたところ、１社から応募があり、これを受け、同条例第３項第

１項の規定に基づき、令和７年１月２９日、伊根町指定管理者制度導入施設運営委員会で一連の審

査を適正に行い、施設の目的、特徴を把握し、今後の利用促進に向けた多彩な提案がされており、

効果的な施設が期待できることから、令和６年３月に設立されました伊根町農村ＲＭＯ推進会議を

指定管理者として選定したところでございます。 

 別紙をご覧ください。 

 応募に当たりまして提出された法人の概要となっております。 

 候補者からの提案内容では、当センターの維持管理のほか、自主事業として、そば打ちや地域の

イベントの開催、特産品販売や農業体験、夏季のキャンプ体験や子供料理教室、高齢者の居場所づ
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くりを行う計画となっております。 

 指定管理料は３５９万５，０００円での提案です。 

 以上、簡単ですが、伊根町筒川地区コミュニティセンターの指定管理者の指定についての詳細説

明とさせていただきます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。７番、和田議員。 

○７番（和田義清君） これは、管理の仕方というのはあれなんですか、常時というか、月曜日か

ら金曜日まで常時誰かいらっしゃって受付を行うというような管理の仕方というふうに聞いておら

れますでしょうか。 

○議長（佐戸仁志君） 増井次長。 

○教育次長（増井和彦君） 現在、法人からお聞きしておるところでは、週に２回、土日に１日と

平日に１日という形で開館をさせていただこうというふうに聞いております。その２日間は事務職

員を常駐させて、それ以外の日は、使用申請があればＲＭＯの職員が対応するという形をしており

ます。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑はありませんか。８番、濱野議員。 

○８番（濱野茂樹君） 法人の概要が全く中身的なものが分からないんです、これだけでは。私は

今日初めて聞いた団体ですし、もう少し詳しい資料の提供、できないでしょうか。 

○議長（佐戸仁志君） 増井次長。 

○教育次長（増井和彦君） 農村ＲＭＯをちょっと簡単に紹介させていただきたいと思います。 

 町全体で複数集落の機能を補完して農用地保全活動や農業を核とした経済活動を伊根町の協力し

て生活支援等、地域コミュニティーの維持に資する取組を行う組織ということでご理解いただきた

いなというふうに思っております。 

 事業の概要としましては、対象となる地域は伊根町全体でして、農地の保全活動、地域支援活動、

生活支援活動など３年間をかけて３部会で事業を実施するという内容になっております。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑はありませんか。８番、濱野議員。 

○８番（濱野茂樹君） 直営でした場合と指定管理者にした場合と、費用的な負担はどのぐらい変

わりますか。 

○議長（佐戸仁志君） 増井次長。 

○教育次長（増井和彦君） ちょっと正確には数字を出しておりませんので、明確にお答えするこ

とができません。申し訳ありません。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑はありませんか。よろしいですか。質疑がないようであります

が、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３３号 伊根町筒川地区コミュニティセンターの指定管理者の指定についてを採

決します。 

（８番 濱野茂樹君退場） 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 休憩をします。 

休憩 １１時５２分 

（２番 長谷川貴之君、３番 松山義宗君、６番 大谷 功君、８番 濱

野茂樹君入場） 

再開 １１時５３分 

○議長（佐戸仁志君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎ 日程第３０ 議案第３４号 

    ～ 
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◎ 日程第３１ 議案第３５号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第３０、議案第３４号 町道の路線廃止について及び日程第３１、議

案第３５号 町道の路線認定についての２議案を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第３４号 町道の路線廃止について、議案第３５号 町道の路線認定

について、一括提案いたします。 

 新井大浦線、通称新井崎街道を幹線道路である亀島本庄浜線に変更するため、大原新井線ととも

に廃止し、亀島本庄浜線の旧道部を大原新井線及び大原線として改めて認定するものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 橋本課長。 

○地域整備課長（橋本利将君） 議案第３４号 町道の路線廃止について及び議案第３５号 町道

の路線認定について、一括してご説明申し上げます。 

 議案第３４号の議案書のほうをご覧ください。 

 廃止する路線につきましては、大原新井線と新井大浦線です。 

 道路法第１０条第３項に規定により、町道の廃止について議会の議決を求めるものです。 

 次ページの位置図のほうをご覧ください。 

 廃止する各路線の位置を赤色で示しております。大原新井線は、国道１７８号から大原地区内を

通り、亀島本庄浜線に連絡している路線でございます。また、新井大浦線につきましては、新井崎

街道として町道亀島本庄浜線と平行に大原から新井までの間を海沿いに通る路線でございます。 

 この廃止する２つの路線をつなぎ、南北に延びる黒い太線で示す路線、こちらが亀島本庄浜線で

す。現在の亀島本庄浜線は、大原の上地集落を通り、赤峠を越えるルートとなっておりますが、町

長説明のとおり、この路線を海沿いの新井大浦線を通るルートに変更し、周辺路線を整理すること

が今回の廃止及び認定の手続の目的でございます。 

 次ページ、すみません、失礼しました。次ページ、次の議案第３５号の議案書のほうをご覧くだ

さい。 

 先ほど廃止提案いたしました路線の起点、また終点を変更し、大原線、大原新井線として道路法

第８条第２項の規定により認定すること、こちらについて議会の議決を求めるものでございます。 

 次ページ、位置図のほうをご覧ください。 

 先ほど廃止を提案しました大原新井線の路線を延伸する形で、廃止した新井大浦線まで東につな

ぎます。大原線としてこれを改めて認定するものでございます。 

 また、大原上地集落から新井までの旧亀島本庄浜線の区間につきまして、こちらを大原新井線と

して改めて認定するものでございます。 

 亀島本庄浜線につきましては、さきにご説明したとおり、旧新井大浦線を通る路線へ変更するこ

とになりますが、この手続につきましては、路線の起終点、また主要連絡地、これらに変更があり

ませんので、今回のような路線の廃止や認定を改めて行う必要はございません。亀島本庄浜線の変

更手続につきましては、道路法第１８条第１項及び第２項の規定に基づき、区域変更、供用開始、

こちらの告示により路線の変更を行うこととしております。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長（佐戸仁志君） ２議案について質疑を行います。質疑は議案番号の後、発言ください。質

疑はありませんか。質疑はないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決をしたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 
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 これから議案第３４号 町道の路線廃止についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第３５号 町道の路線認定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本

案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第３２ 議案第３６号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第３２、議案第３６号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

します。 

 本件について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第３６号 人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

 現職の人権擁護委員１名が令和７年６月３０日付で任期満了となることから、引き続き太田垣靖

氏を推薦しようとするものでございます。 

 人事案件であり、担当課長等からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、

ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑ありませんか。質疑

なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は人事案件でありますので、討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第３６号 人権擁護委員候補者の推薦についてを採決します。 

 本件は、原案によるものを適任と認めることに賛成の方は起立願います。起立全員です。したが

って、本件は原案によるものを適任と認めることに決定しました。 

 

◎ 散  会 

○議長（佐戸仁志君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、３月６日木曜日は午前９時３０分から全員協議会を開催し、令和７年度当初予算の詳細説

明をお願いすることとしておりますので、よろしくお願いします。 

 引き続きでありますが、議会活性化特別委員会を開催しますので、よろしくお願いします。 

散会 １２時０１分 
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